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NY マーケットレポート（2021 年 1 月 27 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート （前日 22 時 00 分～午前 6 時 30 分まで） 
 

主要な米経済指標の結果 

12 月耐久財受注（前月比） 0.2％（予想 1.0%・前回 1.0%⇒1.2%） 

12 月耐久財受注[除輸送用機器] 0.7％（予想 0.5%・前回 0.4%⇒0.8%） 

12 月の米耐久財受注は、市場予想を下回り、昨年 4 月以来の低い伸びとなった。輸送機器が前月比-1.0％

（前月+1.9％）となり、民間航空機が-51.8％、国防関連の航空機も-5.0％となったが、自動車・同部品

は+1.4％となった。輸送機器を除いた受注は+0.7％（0.8％）だった。資本財は-2.5％となり、資本財か

ら国防関連を除いた受注は-2.0％、コア受注は+0.6％だった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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FOMC の主な声明 

・FF 金利誘導目標を 0.00％-0.25％で維持 

・金利をゼロ近辺で維持、債券購入ガイダンス変更せず 

・経済と雇用の回復ペースはここ数カ月鈍化した 

・景気の道筋はワクチン接種を含む新型コロナ動向に大きく依存 

 

 

パウエル FRB 議長の会見での主な発言 

・声明で「中期的｣削除したのは、もはや短期的だから 

・一段と顕著な進展まで一定の時間かかりそう 

・金融全般に見られるぜい弱さは深刻なものではない 

・テーパリングの話をするのは時期尚早 

・米経済は FRB の雇用と物価目標には遠い 

・米景気は一段と大きく前進するまで当面かかる 

・イエレン財務長官を高く尊敬＝良好な関係を持てると確信 
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米主要株価指数は軒並み大幅下落、ダウ平均は 5 営業日続落 

米株式市場では、米企業決算において新型コロナ感染拡大の影響で巨額赤字を発表した航空機大手が大

幅安となったことで、景気敏感株も下落となり、米主要株価指数は序盤から軟調な動きとなった。さら

に、FOMC の声明で感染拡大の影響で経済や雇用の回復ペースが減速と指摘されたことも影響し、ダウ平

均株価は一時前日比 730 ドル安まで下落するなど、主要株価指数は軒並み大幅下落となった。ダウ平均

は、633.87 ドル安（-2.05％）で終了し 5 営業日続落、一方、ハイテク株中心のナスダックは 355.47 ポ

イント安（-2.61％）で終了した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

データを基に SBILM が作成 
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ドルは主要通貨に対して上昇、対円では 1 週間ぶりの 104 円台乗せ 

NY 市場では、欧米の主要株価指数が大幅下落となったことから、ドルと円が買われる動きとなり、クロ

ス円は軟調な動きとなった。ドルは欧州通貨などに対して堅調な動きとなり、対円でも 1 週間ぶりに 104

円台まで上昇した。一方、ECB 当局者が利下げの可能性を市場は過小評価しているとの認識を示したとの

報道を受けて、ユーロは一段の下落となり、対円で 1/21 以来、対ドルで 1/18 以来の安値まで下落した。

その後はドルの上昇が一服し、欧州通貨や資源国通貨に対して下落したこともあり、ユーロは対円で値

を戻す動きとなった。ドルは、FOMC の結果発表や FRB 議長の会見を控えていたこともあり、対円で上値

の重い動きが続いた。FOMC では、経済と雇用の回復ペースはここ数カ月鈍化したとの見方が示されたこ

とや、FRB 議長がテーパリングの議論は時期尚早との見方を示したことを受けて、米主要株価指数が下げ

幅を拡大する動きとなり、ドルや円が買われる動きとなった。ドルは対円で一時 104.20 まで上昇し、1/14

以来の高値となった。一方、英国で新型コロナウイルスのワクチンの普及が主要国の中で進んでいるこ

とが材料視され、ポンドは対円で 142.86 まで上昇し、昨年 2/26 以来の高値となった。

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  
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